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質問-応答関係検査の 3 種の検査を用いて評価している。  
言語検査の中で、統語の評価が含まれるのは、＜Ｓ -Ｓ法＞言語発達遅滞検査（以下Ｓ -
Ｓ）、失語症構文検査、L-C スケール、J.COSS がある。Ｓ-Ｓが一番使用頻度が高いもの
の統語については、統語方略（語順）発達年齢 4 歳 2 カ月、統語方略（助詞）発達年齢





【方法】埼玉県の保育園児、小学 1 年～3 年の学童児 45 名を対象に、協力施設にて言語
聴覚士 3 名が個別に実施した。ファイル形式の図版を提示し、課題 1～8 の受信と発信
を行った。実施時間は、約 30 分であった。得られた結果を集計した。  
  
（対象内訳）               




課題  語彙  試行数  
1 出す・入れる  4 
2 ～より大きい・小さい  4 
3 押す・押させる  10 
4 貸す・借りる  10 
5 追いかける・追いかけられる  11 
6 怒る・怒られる  11 
7 洗ってあげる・洗ってもらう  11 
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が、課題 1.5 については低い値に留まった。 
 
 
 
